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Satellite 2002 Conference & Exhibit について 

 

                                                  特別編集顧問 北爪 進 

概要 

March 5̃8 2002 Washington Convention Centerにて開催されたSatellite 2002 Conference & 

Exhibit に部分的に参加する機会を得たのでその概要を報告する。 

初日である March 6 2002 の Opening Remark

に 引 き 続 き 行 わ れ た General Session, “The 

Global Industry Leaders Round Table”では世界

の主要 Satellite Operator の CEO による Table 

Discussion が行われた。日本、アジアからは唯一

JSAT の吉田社長がパネリストとして参加の予定

であったが病気都合により不参加となったのは

残念であった。 

March7 2002,”Satellite Manufacturing; Building 

Profits, Facing Challenges”では世界主要の衛星

メーカーの Executive が参加し今後の通信衛星

需要動向と利益確保について討論された、ほとんどのスピーカが信頼性と納期確保の重要性を

指摘していた中で Orbital Dr. Atia は小型、中型衛星による事業開始の初期需要とその後の顧

客需要の増強に対応する方策で事業効率の点から観てキャッシュフローの重要性を提案した

のは聴講者の興味を引いた。又、世界衛星メーカーの受注シェアーを示すグラフも示され分かり

易い表現で聴講者の共感を得ていた。Lockheed Martin のプレゼンターはこの表が自社の

share down を示していることを指摘されたような受け取り方であったが司会者の Scott Chase

は”Orbital の Success story, congratulation !”とのコメントを付けていた。 

 

SSPI Gala at Donald Reagan Center 

  March 6 2002 Ronald Reagan Center in Washington D.C.にて SSPI(Society of Satellite 

Professional International) Gala が開催され、参加者は Black Tie 着用で約１６００人以上（one 

table10 人で 80 tables が２箇所）の宇宙、衛星関係者が参加した、私は米国衛星メーカーが準

備したテーブルに招待され、食事前後のカクテルパーテイの会にて欧州、米国よりの昔からの

多くの知人に合い意見交換と Friend ship Renewal が行われる機会を得た。 

日本からは JSAT, SCC の通信オパレーターの他、衛星メーカーの MELCO, NT-Space, 

Toshiba, Fujitsu などから参加していた、その中で三菱電機の皆さんが Black Tie で統一し参加

していたのは一段と目をひいた。 

海外からは ComDevの Mr. Steward, Sales Director, Ainsworth 社長を初め多くの要人が集ま

り意見交換の場として有意義であった。 

▲ パネル討論風景 
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Washington University の Dr. Pelton には AIAA Award Committee の相談の機会となった。その

他、Space System Loral 社 Sales VP の Mr. Collins & Mrs. Nancy、ESA Mr. Ashford, Boeing (旧

Hughes) Mr. Harsman, Astrium の Mr. Pierre Neret, Cyberster CEO Mr. Neil Bauer, Scientific 

Atranta VP Mr. Peter Cresse, SES Americom, President CEO Mr.Dean Olmstead などとの会話

の機会となった。 日本からは三菱電機の河内事業部長、宇宙通信の植田副社長等が活発に

活動していた。効率的な Meeting が持てる好機でありこのような場を宇宙 Business にとって有効

活用の場とすることが重要である。 

 

           ▲ SSPI Gala                      ▲ SSPI Gala 

 

帰路では Washington Dulles空港の近くにある Orbital 社を訪問して通信衛星の製作現場の視察

を行った。新キャンパスと Orbital 社の紹介、工場見学（I&T, High Bay, TV Chamber, Acoustic 

Test Chamber の紹介など）であった。組み立て中の PanAm Sat を見学出来た。 

Exhibition 

展示会は衛星通信業者、衛星メーカー、機器メーカーなど約２００社が参加し盛大であった、展

示規模としては PTC よりも遥かに大きいが日本からの参加展示は昨年 9 月 11 日のテロによる

影響か見られなかった。 

 

▲ 展示会場 ▲ 展示会場 


